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高性能地中探査レーダの概要 

＜概要＞ 

 ○ 防衛省が硫黄島の滑走路下における地下壕及び遺骨の存否を確認することを政府内で取り決め 
 ○ そのためには、公共工事で一般に使用されている地中探査レーダで調査が可能な深さよりも深い

位置で調査する必要があり、高性能地中探査レーダを新たに開発 
 ○ 平成２４年度及び２５年度に同レー ダを用いて、滑走路地区等の調査を実施 
 

探査モード 探査深度 探査対象 

地下壕探査モード 地下１０ｍ ５０ｃｍ規模の空洞 

御遺骨探査モード 地下４ｍ 
直径３ｃｍの円柱状のもの 

（大腿骨を想定） １ 



 遺骨収容においては、大腿骨１対をもって１柱と整理していることから、当該
探査レーダにおいても大腿骨（直径３cmの円柱状のもの）を想定し、御遺体が
埋まっていた場合、複数の御遺骨があると考えられることから、「直径３cmの
円柱状のもの以上のもの」を対象に探査を実施したところである。 

 なお、当該探査レーダの開発段階において、ブラインドテストにより人骨標本、
獣骨及び石を埋設し、性能確認したところ、これらを探知したところである。 

高性能地中探査レーダ（御遺骨）における探査対象について 

○ 遺骨標本埋設図 ○ 遺骨標本埋設写真 ○ 遺骨探査能力確認結果 

遺骨標本 

（大腿骨、頸骨、上腕骨） 

：各埋設物の反応 底面 

玉石標本 玉石獣骨 標本 玉石

開削底面写真（地表から撮影）  

２ 



 高性能地中探査レーダ等（地下壕）の調査結果           

     ：高性能地中探査レーダにより確認 
      した空洞（計１０箇所） 
     ：地下空洞確認探査箇所（計３箇所） 
     ：過去に発見された壕と一致した箇所 
     （計７箇所） 

２ 

３ １ 

     滑走路地区 
     庁舎地区   

・カメラ撮影 
・壕の位置、形状測定 

地下空洞 

地下壕①の状況 地下空洞可視化装置 

未探索 

地下空洞可視化装置により
３箇所とも地下壕と判明。 
ただし、厚生労働省の記録
から、②と③については、探
索済みと判明 

地層 走査方向

ＧＰＳ衛星

ＧＰＳ衛星

ＧＰＳ衛星
ＧＰＳ衛星 ＧＰＳ 

地下空洞 

高性能地中探査レーダ ３ 



高性能地中探査レーダ（御遺骨）の調査結果について【滑走路地区】 

盛土区域 盛土区域 
切土区域 

御遺骨が地中にある場合は、自然状態の地山の中
ではなく、盛土部分にある可能性が高いと考えられ
ることから、過去の地形、地質情報等を基に盛土範
囲を特定し、図示の調査範囲において探査を実施。 

：滑走路※ 

：誘導路 

：給油施設等 

上記の滑走路には、ショルダー及び
オーバーランを含む。 

※ 

高性能地中探査レーダにおいては、直径３cmの円
柱状のもの（大腿骨を想定）以上のものを探知した。 
（御遺骨と石などとの判別がつかず。） 

：  深度0m～1m  1405箇所 

：  深度1m～2m    370箇所 

：  深度2m～3m      23箇所 

：  深度3m～4m        0箇所 

：芝生 
滑走路※ １０１ 

誘導路 ２５ 

給油施設等 ３５ 

芝生 １，１１４ 

集水エリア ５２３ 

総数 １，７９８ 

反応箇所（地区別） 

４ 



高性能地中探査レーダ（御遺骨）の調査結果について【庁舎地区】 

【滑走路地区】 

御遺骨が地中にある場合は、自然状態の地山の中ではなく、
盛土部分にある可能性が高いことから、過去の地形、地質情
報等を基に盛土範囲を特定し、調査を行い、平成２５年１２月 
６日に調査結果を公表した。 

【庁舎地区】 

滑走路地区と異なり、盛土範囲と切土範囲が混在しているた
め、庁舎地区全体を調査範囲とした。 
 

  ただし、建物下及びその周囲については、建物基礎の工 
 事段階で、基礎を固い地盤まで掘り下げて確認していること 
 から対象外とした。そのため、道路下や建物間の空地の調 
 査を実施。 

高性能地中探査レーダにおいては、直径３cmの円
柱状のもの（大腿骨を想定）以上のものを探知した。 
（御遺骨と石などとの判別不可。） 

反応箇所数 

1,559 

凡   例 

：深度0m～1m  1,207箇所 

：深度1m～2m   334箇所 

：深度2m～3m      11箇所 

：深度3m～4m      7箇所 

調査範囲 

５ 



高性能地中探査レーダ（御遺骨モード）反応点の試掘調査の結果 

解析精度確認範囲を３０分割し、各区画を深さ１ｍ毎に掘削を行い、ふるいにかけて確認。 

⇒ ９か所の反応点のうち、８か所から実際に固形物が発見され、かつ、それらは全て石であった。 
  （１か所（反応点６８）は、地層の変化に反応した模様） 

反応点６０、６１ 反応点６２ 

反応点６５ 

反応点６６ 反応点６７ 反応点６８ 反応点６９ 

反応点６３ 

解析確認位置 

解析精度確認範囲（１８ｍ×７ｍ） 

６」 


